
はじめに

食糧 ・人 口収支の趨勢 は、それぞれ についての統計を突 き合わせ て論 じられ る

のが普通であ る。その結論は、食糧増産 と人 口制 限の 目標値 を告 げる。地球 全

体についていえば、その結論 とは、よ く知 られ ている とお り、 これ か らのお よ

そ半世紀 間に倍 増す る人 口増加 に見合 つた生産 の増加 を どうや って達成す るか、

であ る。 主に熱 帯 にあ る発展途 上国 にお けるこの問題の深刻 さについ ては、多

言 を要 しない。

た しかに食糧 と人 口は、バランス しな くてはな らない。 だか らこそ政府 や 国

際機 関は、マク ロ統計分 析に基づいて政策 を講 じる。 しか し食糧 生産 と人 口制

限政策 を立案 、実行す るのは、それぞれ、例 えば農林省 と厚生省 であ り、 ある

い は国連食糧農業機構(FAO)と 国連人 口基金(UNFPA)で ある。食糧 と人 口のバ ラ

ンス は、崩れれ ば大変 であ り、それ について統計分析 が され 、将来 予測がな さ

れ、 目標値 が示 されはす るが、バ ランス 自体を主体的 に担 当す る機 関はない。

食糧増 産は、農 業部門 に期待 され る。人 口抑 制は、全人 口が対象 である。 都

市化 、工業化が進んだ社会では、この両者 が重な る部分が小 さい。 したがつて、

食糧 と人 口は、個 人、家族の レベル では必ず しも結びつかない し、 また、食糧

政策 と人 口政策 の立案 、実施 主体が 同一である必要 も必ず しもない。 ところが

熱帯 に多い発展途 上国の多 くでは、農 村人 口の割合が きわめて高い。かれ ら農

民 こそ が人 口の趨勢 を決 定 し、同時 に食糧増 産 を期待 され てい る主体 であ る。

食糧増産 と人 口制 限の政策 が途上国において どのよ うな機 関に よって推進 され

よ うとも、そ の成功 、不成功 を決定す るのは、人 口の多数 を 占め る農 家それ ぞ

れが、 自らのこ ととして食糧 と人 口とをど うバ ランス させ るかにかかっている。

食糧一 人 口相 互作用 に関わ る小 人 口調査が意味 をもつ理 由のひ とつは、以上

の意 味においてで ある。すなわち、一方 で人 口増加 を、他方 で食糧増産 の必要

を、その一身において 当事者 として受 け止 めてい る主体 を研究す る上 で、小人

口を対象 とす る調 査は意味をもつ。
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1993年 か ら始 ま った文部省科 学研究 費 による重 点領 域研 究 「総合 的地域研

究」の公 募研究班 のひ とつ として、1993、1994年 の両年度 にわた り、 「人 ロー

食 糧相 互作用 にお け る地域性 と普遍性 」 と題す る研 究が認 め られた。 そ こで、

この研究班 では、 この よ うな小人 口調査の:事例 を収集 し、それ らを相互 に比較

検討す ることか ら研究 を始め ることと した。い くつかの事例が集 まつてみ る と、

この研究班 の内部 で利用 す るだけではなく、一般 に配付 した ら案外便利 な もの

ではないか と考 え、 このよ うな印刷物 と した。

なお 、集 まつた事例 は、地理的範囲 に したが って5つ の 「編」 に分 け られ て

い る。各編 の事例 の紹介者 は、 「タイ編」が福井捷朗、 「パプアニ ューギニ ア

編」が大塚柳太郎 ほかの東京大学医学部人類生態学教 室のメ ンバー、 「南太平

洋島喚部編」 が中野和敬 、 「ジャワ編」が五十嵐忠孝 、それ に 「日本編 」 と し'

た1事 例 が福井捷朗で ある。 また、編集は福井捷朗が担 当 した。
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